
様式第 2号

事業計画書

la管理運営についての基本方針等

1)施設の設置目的等を踏まえて、施設の管理運営についての基本方針を提示してください。

<本協議会と地域及び本施設とのかかわり>

北郷里地区では、平成 26年 5月 に北郷里連合自治会 と北郷里地区地域づくり協

議会がひとつになり、北郷里連合地域づくり協議会が設置されました、

この協議会は、北郷里地域の各種団体等が一体的に活動を展開し、北郷里地区の

振興、コミュニティー活動の活性化を目指すものでした。

以来、北郷里連合地域づくり協議会は、このセンターを拠点として、北郷里の地

域住民が親睦と絆を深めながら、北郷里地域の特性や資源の活用、地域課題の把握

解決に取 り組むとともに、地域住民がいきいきと安心して暮 らせる住みよいまちづ

くりに寄与することを目的にさまざまな事業を展開してまい りました。

このような実績から、運営と活動の拠点となる北郷里まちづくリセンターは、本

協議会にとつて必要不可欠なものと考えています。

<施設管理運営上の基本方針>

北郷里まちづくリセンター及び長浜市東上坂山村広場の管理運営方針として、次

のことを掲げます。

1)長浜市市民まちづくリセンター条例、長浜市山村広場条例等の法令等の規程

に基づき、適切な施設の維持管理、運用を行います。地域住民が利用しやす

い身近な施設であるように努めまサ。

2)住民主体の特色ある地域づくりを促すため、関係団体等の活動を支援し、施

設の活用を図ります。

3)行政が推進する取 り組みに協力し、より広域的な視点からまちづくりが推進

できるよう関係団体に働きかけまサ。

4)学術・文化・教養の向上に資するため施設の機能を発揮させ、住民の生きが

いにつながる生涯学習の場を提供します。

5)地域課題の解決につながる取 り組みが一層充実するよう、関係団体等の働き

を支援します。

6)地域の情報について絶え間なく収集 し、発信 します。また、地域人材を活用

し、学んだことが生かせる施設を目指しますと
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(2)指定管理者を希望する理由日目的を提示してください。

以下の理由と目的で、当協議会が指定管理者を希望します。

<一体感の強い地域性に根ざした団体>

北郷里連合自治会と北郷里地区地域づくり協議会がひとつになり、地域の多くの

関係団体および関係機関が本協議会の構成員になっています。地域あげての組織で

あります。

北郷里地区には 10の 自治会があり(それぞれ独自のまちづくりに取り組んでい

ます。しかし一方で、北郷里地区では昔から水利など農耕に関する事業等、自治会

同士の交流が深く保たれてきました。また、北郷里地区の子どもはす
べて北郷里小

学校に通うため、幼い時から「わが地域」の意識が育まれています。

このような地域性を背景として、北郷里まちづくリセンターを会場として毎年秋

とこ「北郷里フェスティバル」が開イ樫されてきました。このイ
ベント実施にあたつて

は、本協議会が主体となつて計画・実施してきました。

今後も当協議会が地域あげての活動を支援し、住民自治力の壌成につなげたいと

考えています。

<セ ンター建設において住民の願いを結集した団体>

北郷里まちづくリセンターの施設は今年度完成したばかりです。これまで当協議

会の建設実行委員会で何度も話し合い、市当局等との折衝を重ねてこられました。
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地域住民はこのセンターの完成を大きな喜びで迎え、今後の夢を描いているとこ

ろです。当協議会は地域住民の夢が実現できるよう、努めていく使命があると考え

ています。

<地域振興のために結東できる団体>

これまで北郷里地域とともに歩んできた実績をふまえ、今後も郷土愛と強い絆の

もとで、当協議会がよリー層地域振興に力を添えることができることと確信してい

ます。

地域住民が自らのために組織している団体であるからこそ、住民のニーズにこた

えながら、地域性に即した運営を目指すとともに適正な管理に努めます。

注 1 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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,

2施設の維持管理H運営に関する業務
(1)維持管理業務仕様一覧の内容をふまえ、維持管理業務の具体的な内容、方法、頻度等につい

て標準的な年間作業計画を作成してください(A4版日任意様式)。 なお、その中では、仕様一覧

の内容を上回る部分について積極的に提案してください。             ,

維持管理業務の年間作業計画は、別紙のとおりです。建築物・設備
。備品等に破損・

不具合が生じたときは、修繕を行い(速やかに市当局に報告いたします。

(2)安全‖安心への配慮について提示してください。

次の点に留意して利用者の安全確保に努め、安心して使える施設の維持に努めます。

O日 頃から施設内外の安全点検に心がけ、必要な措置をとります。

O避難訓練を計画的に実施し、非常時の対応が取れるよう努めます。

O駐車場利用者に対し、安全上必要な指示を行い、場内での交通事故防止を呼び掛

けます。

O入館者への声掛けを怠らず、不審者の侵入を防ざます。

O隣接する東上坂交番から巡回していただき、連携して防犯活動を行います。

(3)緊急事態(災害H事故等)における対応体制や、その予防対策について、具体的に提示してく

ださい。

災害・事故等の発生時には次のような対応をとり、被害の未然防止、最小化を図り

ますと災害・事故対応マニュアルを作成し、計画的に訓練を実施します。

O地震・火災が起きた場合は、マニュアルにもとづき、館内の利用者を適切に避難

させ、安全を確保します。

O台風め接近時には、利用者に気象情報を伝え、状況によつては来館中止を決定し

ていただきます。

O急病や大きなけがのあったときは、近くの医療機関 (岡崎医院)に連絡し、手当

てをしていただきます。容態によつては、救急車の出動を依頼します。

OAEDや 応急用品を常備し、必要に応じて使用します。

(4)必要な有資格者の選任～配置方法について、具体的に提示してください。また、貴団体
におい

て、最低限必要なものに加えて有益な有資格者を管理施設に配置できる場合には、その内容

や効果について提案してください。

職員の中に甲種防火管理者の有資格者を配置し、防火管理者 として務めさせます。

湖北地域消防本部等関係機関の指示や指導の下、計画的・組織的に安全確保に取 り組

みます。

注 1 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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維持管理業務の年間作業計画   ★ゴシツク斜体は仕様書を上回る提案です。
区分 業務項目

外観点検

業務内容 頻度

1.

建築物の保

守管理

仕上げ材の浮き、ひび害1れ、はがれ、かび等の

発生状況を確認

金属部分の腐食状況を確認        _

1回んβ

落書き点検 施設内外における落書きの有無を確認 1回 /週

建築物の定期

点検

建築基準法第 12条第 2項の規定に基づく建築
物の定期点検の実施

1回 /3
年

東と暇歯磯嵐

場の点様

広場魏ノiだ″/ノI眉事の破損状況点検 凝 rR

2.

建築設備等
の保守管理

ガスヒーポン

保守点検

ガスヒーポン標準保守点検 1回 /年

消防設備保守

点検

自動火災報知設備・屋内外消火栓設備・非常用

放送設備等の外観,点検・機能点検・総合点検

2回 /年

電灯設備点検 電灯設備の点検、電球等の交換 随時

建築設備の定

期点検

建築基準法第 12条第 4項の規定に基づく岸築
設備の定期点検の実施

1回 /年

0.

備品等の保

守管理

備品の保守管

理

備品台帳の管理、備品の保守管理 随時

消耗品の管理 消耗品の購入、管理、補給、交換等 随時

4.

植栽の管理

植え込みの剪

定作業

樹木・植え込みの剪定作業 1回/年

除車作業 敷地内の樹木、植え込み、芝生における除草作

業

4回/年

その他の植栽

の維持管理

敷地内の樹木、植え込み、芝生における施肥、

殺虫剤の散布等

随時

5 施設内定期清

掃 
―

清掃業務

トイレの清掃

玄関の清掃

事務所受付の

ガラス掃除

その他の施設

内外の清掃

東上坂山村

場の清掃

床面拭き掃除・掃除機がけ 全館 随時

床面ワックスがけ 全館 1回/年

ガラス磨き上げ 全 館 外 国

リガ ラス

部 分 (外

側・内側 )

幻ヨ/年

床面モップ拭き、便器・洗面台清掃、鏡磨き上

げ、汚物処理、トイレットペーパー・石鹸水補

給、 ドア拭き掃除

1回 /日

玄関周辺の掃き掃除

自動 ドアのガラス磨き上げ

1回 /日

事務所受付のガラス磨き上げ 1回 /日

その他の施設内外の清掃 随時

盟

トイレの清掃

孵

2回 /月

トイレの消耗品の補給 2回 /月

除草 3回/年
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つる切 り 随時

6

除雪業務

施設の玄関周

辺 。駐車場等

施設の玄関周辺 。駐車場等の除雪 10oHl以上

の降雪

7.

保安警備業

務

保安警備業務 開館時における事故・犯罪 。災害の予防

日常の巡回、監視

通年

翔聴戯彪雅隅躍静 /閉
機械警備 閉館時における機械警備による事故・犯罪。災

害の予防

通年

8・

駐車場管理

業務

駐車場の安全

確保

自動車等の誘導 。}ウ や表示2諸麿 随時
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3.体館日“開館時間

(1)体館(場)日 口開館(場)時間の変更について、具体的な考え方を提示してください。

基本的に、休館 (場)日・開館 (場)時間は次の通 りとします。

1)休館 (場)日
<北郷里まちづくリセンター>
・月曜日

。毎月第 1日 曜日および第 3日 曜日

。国民の祝 日に関する法律に規定する休 日

・ 12月 29日 ～翌年 1月 3日

<東上坂山村広場>
。12月 29日 ～翌年 1月 3日

2)開館 (場)時間
く北郷里まちづくリセンター>
・午前 8時 30分～午後 9時 30分

<東上坂山村広場>
・午前 6時～午後 9時

地域行事等によつては、上記の日日寺以外でも開館 (場)します。しかし、それに伴

う代替の休館日時の変更は、原則的には設けません。年間利用計画にのつとり、利用

一⌒―たri- 2、 卜 '、、 、 と と   ■I苦∴メ.,ァ未苗ゥトア ⌒ Iヽ 1/、 ム手
罪千tアジ4｀ 1兇に ′」こり /∫ Viよ フ、 百 口 Hツ Yヒ杉竜果 ツ 徊

~ν
〔)ツ  `ソo

台風等の影響が予見される場合については、該当の利用者に臨時休館 (場)を連絡

し、混乱が起きないよう事前措置をとります。

注 1 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。

-8-



4L利用促進及びサービスの向上

利用促進に向けた具体的な取組と、サービスの向上のための具体的な取組みについて提示して

ください。なお、ここでは生涯学習事業、自主事業等について具体的に提示する必要はありませ

ん。これらの内容については、6.7において提示してください。

(1)利用者等からのニーズの把握方法を提示してください。

1)利用者入のアンケー ト実施
サークル、スポーツ少年団など年間を通 じた利用者にアンケー ト調査を実

施します。アンケー トの内容は、施設の改善や備品の不足、手入れ状況等、

j医
適な利用を目指すために必要なものとします。

2)利用者からの間き取 り
老人クラブ等地域諸団体にっいては、会議利用の際にお尋ねし、備品等で

困つたことを聞き取 りします。

3)北郷里連合地域づくり協議会での協議

北郷里連合地域づくり協議会の理事会や総会で利用の現状と問題点を協議

し、改善策を立案 しますと

(2)利用者等からの苦情日要望等に対する対応について提示してください。

1)利用者からの苦情・要望があうたときは、まず事務局での対応に努め解決を

図ります。

2)事務局だけで姑応が困難な場合は、地域づくり協議会会長や運営委員会に諮

り、解決策を協議します。

3)地域づくり協議会が単独で判断できないケースについては、市当局と連携を

し対応します。

(3)施設のPRや情報提供など広報活動についての効果的な取組を提示してください。

1)北殊卜里まちづくリセンター広報の紙面利用

毎月 1回広報を地域内で全戸配布し、写真等を入れた記事で利用状況を伝

えく利用促進につなげます。利用料金や利用手続きも広報で周知します。

2)随時のチラシ配布                イ

当センターを利用したイベントのPRについて、パンフレット配布など積

極的に主催者を支援します。行政が推進する事業等も啓発します。

(4)まちづくりに関係する、地域・関係機関Hボランテイア等との連携についての考え方や方策を提

示してください。

1)ま ちづくりに意欲的な個人や団体をつなげる情報を広げるため、当センター

の広報や館内でのパンフレット配布等の方法で支援します。

2)まちづくりの推進に有益な事業、地域住民の生きがいや教養く福祉増進等に

役立つ講座等を計画 しくできれば地域人材を活用したいと考えます。
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(5)その他利用促進ロサービスの質を維持日向上するための取組について提示してください。

1)施設機能を生かした運営
広い駐車場 (60台駐車可能)や大きなホール、充実した設備を有する調理

室など、近隣の施設以上の利点をアピールし、企業等にも利用 してもらえる機

会を増やしたいと考えます。

そのため、施設を訪れる方々や問い合わせの際に、利用を促していきますむ

2)若い世代の利用を促進する運営

現状では、児童や若い世代の利用が低い。平成 26年度の住民アンケー トで

は、 20～ 40歳代で「よく利用する」と回答した人はいなからた。子どもや

子育て世代が集まる講座やイベントを企画することで、当センターに足が向か

うようにしンたいと思つています。

方策としては、地域内の保育園・幼稚園・小学校
。中学校と情報共有し、子

ども違の体験の場、子育て世代の交流のために当センターを利用して頂ける機

会をつくつていきたいと考えています。

3)史跡等の立地を生かす運営
北郷里地区には姉川の合戦場、茶臼山古墳等の史跡があります。それらを巡

るウォーキングが行われ、その途中で当センターに訪れる方もあり、県外から

訪れる方から道を尋ねられることがあります。

館内に置いてあるパンフレット等で応対していますが、当センターで講座開

凱 λ 幸 な 勤 堅 整 ハ す 上 を 1 臨 ]にと 必 性 ^了 キ_ゝ 工 Й ス ■ irと 、ハ >宏 ど 歌 拍 て い ナ″

H又
‐
ぞ
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だきたいと思います。

【北郷皇まちづくリセンター利用達成目標】

年度 利用件数 利用者数 積算根拠

平成 31年度 500 5 000 H27は 508件,5425人、H28は 456

件,4860人。H29年度は 8月 以降は

利用不能で根拠としていない。

平成 32年度 520 5, 100

平成 33年度 540 5 200

【東上坂山村広場利用達成目標】

年度 利用件数 利用者数 積算根拠

平成 31年度 300 9800 H27イま306イ牛、 9787人、 H28イま328

件、10421人、H29は 291件、10278

人。天候により変動もある。

平成 32年度 310 10000

平成 33年度 320 10200

注 1 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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5日 組織体制口職員配置等

(1)管理運営の組織体制を提示してください。

開館日・F堀館時において必要なサービス水準を確イ呆するため、組織体制を久のとおり

とし、効率的に勤務にあたらせます。

1)センターの維持管理業務体制
。センターのハー ド面およびソフト面の維持管理に係る業務を所長 (1名 )と事務

員 (2名 )が担当する。施設の貸出、施錠及び開錠、利用料金の徴収、設備の改

善、サークル等団体との連絡業務などを受け持つ。また、地域づくり活動振興の

企画運営を行う。

・夜間管理人 (1名 )を置き、夜間利用者への便を図る。使用箇所の管理、施錠等

の業務を受け持つ。年後 5時 15分以降において必要時に勤務する。

2)北郷里連合地域づくり協議会の運営に係る業務体制
・協議会事務局員として、事務局員 (1名 )を置く。センター所長、センター事務

員も業務を支援する。

(2)管理運営に係る職員配置を提示してください。

役職 担当業務内容 資格 “能力等 雇用形態 勤務形態

所長
センター管理運営の総括

地域団体等との連絡調整
甲種防火管理者

常勤

週 5日

通常勤務

8 : 30-17: 15

事務員
生涯学習事業の企画運営

地域団体等の庶務

業務上必要なパ

ソコン操作技能

常勤

週 5日

通常勤務

8:30-17: 15

事務員
センターの維持管理業務

センター貸出業務

業務上必要なパ

ソコン操作技能

常勤

週 5日

通常勤務

8 : 30-17: 15

夜間管理人 夜間の施設管理

夜間利用者への対応

特になし 非常勤

週 4日 程度

通常勤務

17115-21:30

※上記 4人はいずれも、「変則勤務有」とします。夜間管理人は昼間に東上坂山村

広場の管理業務を行うこともあります。

(3)人材育成の考え方や職員の研修計画等を提示してください。

・生涯学習、まちづくりの推進について幅広い視野と、専門的な技術を持つた人材

の確保に努めます

。市の計画する研修へ参加するほか、当センター内で直面する課題に対応するため

の研修を実施します。

。他の施設等で実施された事業等に参力日した後に、その状況を伝えあい、当センタ

ーで生かすため検討する機会を設定します。

・応対や服装など服務規律について、日常点検を心がけるようにします。

注 1 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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管理施設を利用したまちづくり推進事業の実施計画(事業内容
a回数 "参加人数お実施体制等)

について提示してください。特にまちづくり推進事業の提案については、3つ以上の事業提案を求

めます。(A4版 H任意様式)。

北郷里連合地域づ くり協議会が核になり、関係諸団体等 と連携 しながらまちづ

くり推進事業を計画 します。 4都会 と本部でそれぞれ主体的に取 り禅みます。

①環境・安全専門都会による事業

・地域内の防犯パ トロール (年 9回、延べ40名 )
・北郷里クリーンタップ作戦 (年 1回、30名 )

・防災講族会 (年 1回、 50名 )

② 青少年育成専門都会による事業

・三世代交流事業「魚つかみ大会」「グラウンドゴルフ大会」、「餅つき大会 (各々

年 1回、200人 )
・家庭地域の教育問題を考える講座 (年 1回、50人 )
。ものつくり教室 (年 1回、 20人 )

③ 健康・福祉専門都会

・情報提供所「よつといで」開催 (9回、延べ200人 )

`ラ ジオ体操 (242回、延べ 1, 500人 )
・各町ふれあいサロン (年 160回、延べ 2, 300人 )
_マ 去 才 _L=様士 士  「 ―ト ノ キ ン′ r■狙 t r芹 1 ∩ 同  郁 ベ ハ ∩ 入ヽ‐
J口 ｀ 共 恢 す 禾

1ソ ＼ ソ ヽ ノハ タ 」 ヽT■ V卜 Jヽ ―
~ V V/｀ ノ

・福祉講演会 (年 1回、 50名 )
・北郷塁ふれあいサロン (年 1回、 50人 )

④文化・スポーツ専門部会

・北郷里グラウンドゴルフ大会 (年 1回、 120人 )
・先進地視察研修 (年 1回、40人 )

:地域史跡の美化活動 (年 2回、延べ 40名 )
・北郷里ユニカール大会 (年 1回、 50人 )

⑤本部

。広報紙 「きらきら北郷里」発行 (毎月 1回、地域内全戸配布 )

・戦没者追悼式 (年 1回、 70名 )

・企画運営委員会 (年 6回、延べ 90名 )
・理事会 (年 6回、延ド 180人 )
・総会 (年 1回、 100人 )
。連合自治会による地域課題協議 (年 2回  30人 )
。「命のバ トン」の取組 (通年、平成 30年度配布数は 50)

注 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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7H生涯学習推進事業

管理施設を利用した生涯学習推進事業の実施計画(事業内容 B回数
日参加人数)について提示し

てください。(A4版日任意様式)。

なお、下記必須的生涯学習推進事業である下記①～③については必ずテーマごとに1つ以上の

事業を提示すること。

①人権

長浜市人権施策課推進課、長浜市人権尊重都市推進会議、北郷里地域人権学習協

議会 と連携しながら、人権意識に根ざしたまちづくりを進めていきます。

講演会や座談会等で、人権意識の高揚を図る取 り組みを地域内で広く実施してい

きます。

・北郷里人権のつどい (年 1回、 60名 )
・自治会ごとの人権学習会 (年 10回、 300名 )

②青少年健全育成

上坂警察官駐在所、ボランティアグループ「北郷里つくし会」の協力によるパ ト

ロール見守り活動、青少年育成専門部会による事業を通じ、地域全体で青少年を育

てる取り組みを進めますむ

。北郷里つくし会パ トロール (年 11回、のべ 35人 )
・三世代交流自然体験事業「魚つかみ大会」 (年 1回、 110人 )
・三世代交流グラウンドゴルフ大会 (年 1回、 120人 )
。三世代交流餅つき大会 (年 1回、 30人 )

③家庭教育

家庭に向けた情報発信を行いながら、とくに子育て世代の人が集まるような企画

を工夫していきます。また、さくらんぼ保育園、北郷里幼稚園、北郷里小学校、長

浜東中学校、長浜市教育集会所、長浜地域総合センターなどとの関係機関と密接に

連携していきます。

・家庭・地域の教育問題を考える講座 (年 1回、60人 )
・関係機関の広報配布 (年 12回、全戸配布)

④その他生涯学習推進事業

1)文化 。芸術にかかる生涯学習
北郷里サークル連絡協議会には、現在 14団体が登録し、それぞれ定期的に当セ

ンターで活動を続けています。

北郷里フェスティバル等の機会に、制作作品の展示、ステージ発表等で成果を披
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露していただく機会を確保 したいと考えています。

また、それ以外でも日常的に広報等で活動を紹介し、文化
。芸術活動の振興を支

援していきます。

・北郷里文化祭 (年 1回・ 2日 間、 500名 )
2)健康増進に係る生涯学習

長浜市社会福祉協議会、東都福社スティシヨン等の協力を得ながら、地域住民の

健康増進に係る各種事業を実施します。

東上坂山村広場を使用して、郷里 リーグの方々がノフ トボールの試合をされてい

ます。当センターは、東中学校長杯、北郷里小学校長杯の大会開催の支援をします。

・ラジオ体操の実施 (240回、 1, 500人 )
。健康づくり推進事業 (年 1回、 50人 )
・郷里リーグソフ トボ▼ル (年 8回、延べ 280人 )
3)地域性を生かした講座事業

北郷里地区の特徴や、人材を生かした講座の実施に努め、地域住民の学習要望に

応えるよう努めます。

・ものつくり講座 (年 1回、 30人 )
・料理教室 (年 3回、延べ 35人 )
。地域歴史講座 (年 1回、45人 )
・地域自然講座 (年 2回、 170人 )
。地域文化講座 (狂 1回、 50人 )
4)子 ども学び座

長浜市の委託事業 「子ども学び座」を北郷里小学校児童を対象に実施します。

自然体験、ものつくり、運動、音楽鑑賞等の内容で実施したいと考えています。

・子ども学び座 (年 10回、延べ 200人 )

注 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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8H自主事業

管理施設を利用した自主事業の実施計画(事業内容B回数日参加人数a実施体制等)につい |

て提示してください。

1)子 どもの願いに応える文化事業

新 しくできた施設のステージとホー′レを生かし、子どもの文化的素養を高める

催 しを実施 したいと考えます。

無料で出来ないときは、安価な料金で身近な施設で楽しめるようにしたいと考

えています。

2)地域の歴史遺産等を生かした事業
北郷里地区は、石田三成出生の地、徳川家康本陣跡や勝山など姉川合戦に係る

史跡、茶臼山古墳、横山城址、樺番などがある歴史の郷である。

県内外から歴史ファンが訪れ、道案内を求める方もある。

そこで、ふるさとの良さを再認識できる講座やイベン トの開催を考えています。

・石田三成の生き方と地元とのかかわりに関する講座

・姉,||の合戦とこれらの史跡について現地で学ぶハイキング

・茶臼山古墳についての学習会

またてボランティア団体等と連携し、これら史跡の手入れや看板設置等もより

一層進めていく考えです。

実施にあたっては、北郷里小学校とも連携 しながら進め、郷土愛の醸成につな

げようと思つています。

3)豊かな自然環境を生かした事業
地域内には田園が広がり、農業と深い関わりのある郷里五サ||が流れている。地

域の東側には、その形状から臥龍山と呼ばれる横山丘陵が横たわっている。

この豊かな自然環境を生かし、魚や虫、野鳥の観察会など、地域の自然につい

て体験的に学ぶ事業を進めればと考えています。 _

・親子での自然観察会

4)地域内の伝統行事を知らせる取 り組み
北郷里地区には、社寺を中心とした伝統行事が残つている。これについての情

報を当センターから発信 していければと考えています。

5)地元でつくられた品物の紹介
北郷里地区の農業組合、企業等で生産された品物の紹介や販売も行 うと、地域

の振興につながると考えます。

・北郷里マルシェの開催

注 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 :(A4版)を作成してください。
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9Hその他

(1)施設の管理運営における経費節減のための取組について、具体的に提示してくださ い 。

○その日の業務に応 じた時差出勤により、時間外勤務を極力減らし、人件費の節

減を図ります。

○除草、剪定作業、除雪などについては、ポランティア等の方
々にも協力をお願

いし、経費がかからないように努めます。

O毎月の水道料金、光熱費を確認 し、前月や前年度と比べながら使用状況を振 り

返り、節減に努めます。また、毎日施設内で消灯と水道栓の確認を行います。

(2)施設の管理運営における個人情報保護の取組について、具体的に提示してくだ吉い。

Oパ ソコンはワイヤーで机に装着します。パスワー ドを設定し、その管理を通正

に行います。不使用時はスクリーンセーバーが働くように設定します

0事務室内の机上や書庫内の整頓を心がけ、来客がある際はパソコンを閉じたり、

机上の書類を片付ける等、職員以外の目に触れないように気を付けます。

○個人情報を含む書類は、鍵のかかるキャビネシトで保管し、鍵を適切に管理し

ます。

○訪問客から利用者等の電話番号などを聞かれた際は、職員が間に入つて連絡す

るなど、職員から個人情報が漏れないようにします。

○個人情報を含む書類の処分にあたつては、シユレジダーによる処分くヽ
つ直接焼去「

r口   ‐ト エ ヽ■ ‐ 卜
'、
lS  イ′mヽ  ハ 洋 建 争 士 _上た 1、  か 立 に 八 お 鳩 エ ロ 海 К■ 1卜 1 幸 十

笏
了｀
付 り 塗 げ ′よ こ 、 脚 ザL｀ Vノ t五 ,日ヽ‐ 1お Y・ 、 ノ

「
HP ‐υノ 1′出」四 ∝ IンV一 ▽ C卜ヽ ノ 0

0年 1回は、職員が個人情報保護の研修に取り組み、意識の高揚に努めます

(3)施設の管理運営における環境に配慮した取組について、具体的に提示してください。

○省エネ                          !
事務所内外の電灯や温便座、エアコンの使用について、適度な設定をして電

力やガスの節減に努めます

O省資源・ごみの減量

E「刷やコピーの無駄を減 らすため、計画的な文書作成を行います。職員が食

べた弁当の容器等は、自宅へ持ち帰つて処分します。利用者によるごみも持ち

帰って頂きます。所内で出たごみは分別を徹底します。

O緑化

敷地内の芝生や植栽の手入れに努めます。プランター等の花を置き、建物周

辺の美化に心がけます。

○施設内外の美化清掃

年 2回、地域づくり協議会役員等で施設内外の大掃除を実施します。

注 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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10ヒ 自由提案

(1)管理施設の設置目的の達成に向けて(どのような思いをもつているのか、地域課題に対

するアプローチ、市民活動に対する支援の方法、地域の情報発信、その他地域コミ學ニ

ティの振興につながる施設の活用方法について自由に記入してください。

1)地域コミュニティの拠点としてのセンター

北郷里まちづくリセンターはこれまで地区住民の家庭教育・人権教育・生涯

学習等の拠′煮施設 として、また連合 自治会や地域づくり協議会をはじめとする

各種団体の支援施設 として、大きな役割を果たしてきました。

これまで培ってきた関係や機能をふまえ、今後も同様に多様な地域課題に柔

車欠かつ的確に対応する地域コミュニティの拠点として運営 してまいります。

2)地域づくりを一体的に進めるセンか―

北郷里地区では、連合自治会と地域づくり協議会が二本立てで活動 しており、

それぞれ異なる取 り組みを進めていました。しかし、その後両者が一体になつ

て、「北郷里連合地域づくり協議会」になり、現在に至っています。

これにより、地域づくりにおける意思決定が円滑になりました。また、北郷

里地区内すべての団体や組織の一体感が強まりました。

この一体感を生かし、施設の機能を発揮させながら、あらゆる運営に取り組

んでいきます。

3)社会教育、生涯学習および各種団体活動の拠′点としてのセンター

多目的ホール、和室、工作室、調理実習室、会議室、音楽室を活用し、各種

サ‐クル活動の一層の活性化を促進します。ロビーでは、ちよつとした立ち寄

りの方を迎え入れるように致します。

(2)貴団体についてのPR、 施設の将来的な展望等について、自由に記入してください。

自治会間の連携において、当団体が果たしている役割は極めて大きい。今後も

当団体を核として北郷里地区の将来像を描き、実現していけると考えます。

北郷里地区で高齢化が進む中、若い世代がセンターを利用 し、地域づくりの主

役 となっていく事が強く求められています。子育て支援や、新しい趣味活動など

若い世代の求めに応 じた取 り組みを進めていく必要があると考えています。

これまで公民館活動を担ってきた方差に加え、地域の新しい人材の発掘により、

一層豊かな利活用が期待できると考えます。

全世代が喜んで集うセンター運営を追求してまいります。

注 欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してください。
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